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フレンズ各国の皆様、 

ＦＭＣＴフレンズ第１回外相会合にお集まりいただき、ありがとうございます。  

現在、国際社会の分断と対立は深まり、我々は厳しく複雑な安全保障環境に
直面しています。また、多国間主義に基づく国際協調の枠組みへの信頼も揺らいで
います。  

軍縮機関における議論が停滞する中、北朝鮮による核・ミサイル開発が一層
進み、一部の国による不透明で急速な核戦力の増強が続いています。  

 

我々が目指すＦＭＣＴは、核分裂性物質の生産禁止により核兵器に量的制
限をかける枠組みとなるものです。 このアイデアは、１９５３年に当時のアイゼンハワ
ー米大統領が国連で行った「平和のための原子力」演説に遡ります。冷戦期に東西
間で何度か交渉開始が提案されたものの、実行に移されることはありませんでした。  

９０年代には、国連総会でＦＭＣＴ決議が採択され、議論が活発化しました。
しかし、御承知のとおり、 今日まで３０年の間、実現には至っておりません。  

本年は、人類初の核実験、そして広島・長崎への原爆投下から８０年となりま
す。外務大臣に就任して以来、私は、ノーベル平和賞を受賞された日本被団協を含
む多くの被爆者の方々から、核軍縮を切望する声をお聞きしてきました。  

被爆者の方々は、今日まで決して諦めることなく、核兵器のない世界への願
いを繋いでこられました。 我々政治指導者が諦めてしまえば、国際的な核軍縮・不拡
散体制への信頼は失われ、厳しい地政学的環境の中で軍拡競争に火が付きかねな
い危険な状況に直面してしまいます。 我々には、世界各国で平和を希求する多くの
人々に対する責任があるのです。  

 

そうした思いから、私は去る５月、ＮＰＴ運用検討会議の準備委員会に出席し、
｢対話と協調の精神」に基づいた合意形成の努力を呼びかけました。  

「今日世界が遭遇している不安と緊張の性質がいかなるものであろうとも、ま
た、その原因がいかなるものであろうとも、国際連合の力によって平和的に処理し得
ない問題はあり得ないと信じます。人類の生活が原子力時代にまで発達した現代に
おいて、自ら（みずから）破滅の道を辿ることの許されざることは、多言を要しないとこ
ろであります。」  

これは、私の地元、大分の先達である重光葵外務大臣が、１９５６年に国連
総会で行った演説の一説です。  

この国連本部は核軍縮・不拡散に向けた政治的意志で満ちています。今求
められていることは、対話と協調を通じて、こうした意志をＦＭＣＴの即時交渉開始に
結実させることです。  



 

アイゼンハワー大統領の演説以来の冷戦期における模索を第１章、そして
冷戦後、９０年代の国連ＦＭＣＴ決議からの３０年を第２章とするならば、ＦＭＣＴフレン
ズは、ポスト冷戦期が終焉したとも言われる現在の局面にあって、新たな章を開く試
みです。 

我が国は、本日、ここにお集まりいただいているＦＭＣＴフレンズの皆様と協
力しながら、即時交渉開始に向け着実に前に歩んでいく決意です。 この難局におい
て、我々の先達たちの思いを受け継ぎ、新たな章を共に記していけることを楽しみに
しています。 

御清聴ありがとうございました。  

（了） 


